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■プログラム概要 

 教学ＩＲを進めるにあたって、学生や教育プログラムに関する教学ＩＲデータの適切な

収集・活用・管理が求められます。教学ＩＲデータを適切に取り扱うためのルールがあれば、

個人情報漏洩などのリスク回避はもちろん、教学ＩＲ担当者の倫理観醸成や教学ＩＲデー

タの取扱に関する不安軽減にもつなげられるでしょう。 

 そこで本研修では、教学ＩＲデータを適切に取り扱うための①基本的な管理方法や留意

点、②個人でできること、③組織的に行うこと、を中心に取り扱います。その中で、教学Ｉ

Ｒデータの管理に関するルールづくりの事例紹介も行います。 

 所属する組織において、データの取扱が適切かを確認し、取扱ルールを定めるためのヒン

トを得ることができる機会としたいと思います。 

 なお、本研修の対象は、主に教学ＩＲデータの分析や管理を担当する教職員を想定してい

ます。 

 

■準備物や事前課題 

所属部署あるいは大学におけるデータの取扱に関連する文書（規程、ガイドライン）の内容

についてお尋ねしますので、予め確認をお願いします。 

 

■主な受講対象 

教学ＩＲデータの分析や管理に関わる教職員 

 

■本プログラムの到達目標 

１．データを適切に取り扱うための基本的なルールや留意点を説明できる。 

２．データを適切に取り扱うために求められる姿勢と行動を説明できる。 

３．所属大学でのデータの取扱のすぐれた点と課題を列挙することができる。 

 

■日時・場所 

日時：令和元年８月２８日（水）１０：００～１２：００ 

場所：愛媛大学城北キャンパス 
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教学ＩＲが機能する組織におけるデータ管理 
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